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⃝15人の議員が一般質問を行いました　� �P.6〜10
市政について問う！市政について問う！

ピックアップ議会ピックアップ議会
⃝沼津市中心市街地まちづくり戦略
　貨物駅跡地利用基本計画（案）について　� �P.4

令和５年度の決算を審査令和５年度の決算を審査
⃝一般会計・特別会計・企業会計の決算を認定しました　� �P.2〜3

令和6年12月1日
第246号



定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和５年度の決算を審査　一般会計・特別会計・企業会計

　第６回（９月）定例会は、９月 12日から 10
月 15日までの 34日間にわたり開催しました。

この定例会では、令和５年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定等
31件、議員提出議案７件を審議し、いずれも原案のとおり議決しま
した。また、請願２件は採決の結果、いずれも不採択となりました。
　ここでは、令和５年度の一般会計、特別会計及び企業会計の審査、
歳入・歳出決算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険事業におけ
る国民健康保険料の収納率向
上のための取組は。
口座振込の申込み手続を

簡素化するペイジー口座振替
受付サービスに加え、令和５
年度はウェブ口座振替受付サ
ービスを開始し、口座振替の
原則化を推進した。また、現
年度分の徴収体制を強化した
ことが、収納率向上の成果に
つながった。
�
介護保険事業における要

介護等認定者数の状況は。
軽度（要支援１及び２並

びに要介護１）は 5,177 人
で令和４年度と比べ 374 人
増、中度（要介護２及び３）
は 2,848 人で 91 人減、重
度（要介護４及び５）は
1,810 人で 154 人減であっ

問

答

問

答

た。なお、介護の必要性の高
まる 75歳以上の割合が年々
増加しており、今後も要介護
等認定者数は緩やかに増加し
ていくと見込まれる。
�
令和５年度の市立病院事

業の特徴と決算に対する評価
は。
市立病院は県東部の基幹

病院として急性期医療や専門
医療の中核をなしており、三
次救急や小児周産期医療、災
害に対する医療など民間では
運営が困難な医療を担う役割
に加え、新型コロナウイルス
感染症対応については、平時
の医療提供体制へ移行しつつ
も、必要な診療体制を確保し、
最善の医療を滞りなく提供で
きるよう柔軟に取り組んでき
た。経営面では、受診控えに

問

答

加え少子高齢化に伴う疾病構
造の変化等により患者数が減
少したほか、新型コロナウイ
ルス感染症の５類移行に伴う
補助金の減少等による影響を
受け、純損失は２億円を計上
し、３年ぶりの赤字決算とな
ったが、高度専門医療が必要
な患者が多く来院しているこ
とから、地域医療支援病院と
しての役割を果たしていると
認識している。
�
水道事業において令和５

年度に水道料金を改定した理
由と妥当性は。
水道料金収入が減少傾向

にあり、令和５年度以降赤字
経営が見込まれたことなどか
ら料金改定したものである。
本決算においては、電気料金
の価格高騰に対する国の激変

問

答

決算を認定!
会　　　　計 歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額

国民健康保険事業 204 億 2,300 万円 201 億 4,859 万円 2 億 7,441 万円

土地取得事業 1 億 1,527 万円 1 億 1,527 万円 0 円

介護保険事業 183 億 7,318 万円 180 億 2,273 万円 3 億 5,046 万円

後期高齢者医療事業 29 億 6,339 万円 29 億 5,407 万円 932 万円

会　　　　計 収　　　　入 支　　　　出 差　引　額

病院事業
収益的収支 110 億 5,958 万円 112 億 1,760 万円 △ 1 億 5,802 万円

資本的収支 ６億 3,152 万円 10 億 2,279 万円 △ 3 億 9,127 万円

水道事業
収益的収支 28 億 6,737 万円 26 億 3,311 万円 2 億 3,426 万円

資本的収支 10 億 7,971 万円 26 億 2,970 万円 △ 15 億 4,999 万円

下水道事業
収益的収支 52 億 9,854 万円 48 億 9,467 万円 4 億　 388 万円

資本的収支 31 億 6,948 万円   50 億　 643 万円 △ 18 億 3,694 万円

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算

◆収益的収支：事業活動に伴って生じる収入と支出　◆資本的収支：建物や機器などの資産の購入・売却による収入と支出
◆�一般会計から病院事業会計へ21億41万3,815円、水道事業会計へ306万2,000円、下水道事業会計へ25億9,258万7,000円繰り入れ
ています。なお、企業会計決算額は、消費税及び地方消費税を含みます。

緩和措置等により経費が減少
し、純利益を計上できたが、
料金回収率は 100% を下回
り、営業損失も発生した。早
期に本事業の経営基盤の強化
を図る上でも適切な時期の改
定であると認識している。
�
下水道事業における水洗

化率向上のための取組は。
工事説明会において事業

への理解促進に努めたほか、
職員及び水洗化指導員が未接
続世帯を訪問し水洗化指導等
を行った。接続に当たっては、
排水設備工事費用を金融機関
から借り入れる際の融資斡旋
と、供用開始後３年以内に接
続した場合は利子補給を行っ
た。さらに新たに供用開始区
域となった世帯への周知を行
い、早期接続の促進に努めた。

問

答
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873億91万円
歳出総額

902億8,042万円
歳入総額

歳　入 歳　出

公債費 
 7.7％

その他
15.0％

扶助費
 25.8％

 物件費
15.6％

64.7％

56.2％ 12.6％
43.8％

市税
 38.2％

市債
6.3％

国・県      
支出金    
25.7％

人件費
11.5％

維持補修費
0.8％

災害復旧
事業費
0.1％

寄附金 5.0％
繰入金 4.9％
繰越金 3.5％

法人事業税交付金 0.6％
地方交付税 4.1％

地方消費税
交付金
5.5％

その他 1.6％

諸収入 2.3％
その他 2.3％

消    
費
 
 
 
的
 
 
 
経   

 

費

自　
主　

財　

源 投
資
的
経
費

補助費等
11.0％

普通
建設
事業費
12.5％

依
　
存
　財

　源

一般会計予算決算委員会での主な質疑

市税の収入状況は。
市税全体では、令和５年

度の収入額は令和４年度と比
較し、３億 2,648 万 3,353
円の増となった。主な税目別
では、個人市民税及び法人市
民税において、コロナ禍が収
まりを見せ、経済への影響が
縮小したことや景気が回復基
調にあったことなどにより合
計２億 2,440 万 4,566 円の
増、固定資産税において、家
屋の新増築分により 8,036
万 7,511 円の増となった。
�
ふるさと応援基金寄附金

の実績と、寄附額が大幅に増
えた要因は。
令和５年度の寄附件数は

37 万 4,359 件、寄附額は
44 億 9,671 万 9,438 円で、
令和４年度と比べ寄附件数は

問
答

問

答

18 万 111 件の増、寄附額
は 21 億 8,388 万 2,473 円
の増となった。これは、市制
100 周年を祝う記念返礼品
の開発等に加え、担当室の設
置により組織強化を図るとと
もに、市長・副市長直轄のふ
るさと納税戦略会議を定期開
催し、アイデア実現にスピー
ド感を持って取り組んだこと
などによるものである。
�
沼津夜間救急医療センタ

ーにおける使途不明金の判明
を受け、令和５年度決算の修
正は。
会計年度終了は３月 31

日であり、当該年度内に行わ
れた調定、支出負担行為に基
づく収入及び支出が決算の対
象となる。今回の使途不明金
は会計年度終了後の６月以降

問

答

に判明したものであることか
ら、令和５年度決算で処理で
きず、全容解明後に手続が実
施される年度において処理す
ることとなる。
�
フェンシングのまち沼津

推進事業の取組は。
フェンシングのまち沼津

のブランド確立に向け、
F3BASE を拠点に日本代表
合宿の誘致やシンボルフェン
サーの育成に取り組むととも
に、９月には国内最高峰の大
会である全日本フェンシング
選手権大会を香陵アリーナで
開催した。また、フェンシン
グの普及を目的に、スマート
フェンシングの体験会や学校
訪問を実施した。
�
市制 100 周年記念事業

問

答

問

の成果と次の 100 年に向け
た考えは。
市制 100 周年記念事業

は、先人たちへの感謝と敬意、
誇りと愛着、市民との協働、
次の 100 年への新たな一歩
の４つを基本的な考え方とし
て取り組んだ。様々な分野に
おいて本市の誇る魅力を最大
限に発信することで、シティ
プロモーションやにぎわいの
創出に大きく寄与した。本事
業により、これまで培ってき
た市民、企業、団体等との連
携がより強固なものとなり、
市民一人一人が能動的に、市
政と関わる土壌を形成できた
と考えており、次の 100 年
に向けては、誇り高い沼津を
次世代へ確実に継承していけ
るように、まちづくりを進め
ていく。

答

一般会計・特別会計・企業会計の
一
般
会
計
決
算

◆２～３ページの表は、１万円未満を四捨五入してあるため、差引額及び比較増減額が一致しない場合があります。

歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額
令和５年度決算額 902 億 8,042 万円 873 億　　91 万円 29 億 7,951 万円
令和４年度決算額 912 億 1,804 万円 880 億 1,396 万円 32 億　 408 万円
比 較 増 減 額 △ 9 億 3,762 万円 △ 7 億 1,304 万円
増　　減　　率 △ 1.0％ △ 0.8％

令和５年度の決算を審査

★一般会計歳入歳出予算決算の認定に対し、附帯決議が全会一致で可決されました。詳細は 12 ページを御覧ください。
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　貨物駅跡地の土地利用については、中心市街地まちづくり戦略にお
いて、防災公園の検討が位置づけられており、緑や潤いの確保、防災
性の強化など、市街地環境の向上を図ることが求められています。
　このため、防災公園の具体化に向けて、公園整備のコンセプトや方
針など、貨物駅跡地利用の基本的な考え方を示す「貨物駅跡地利用基
本計画（案）」について、建設水道委員会と沼津駅鉄道高架とまちづ
くり特別委員会にて報告されましたので、その内容をお知らせします。

沼
津
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
戦
略

　
　
　
貨
物
駅
跡
地
利
用
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

公園整備の基本的な考え方

平時・有事にフレキシブルに利用される防災・コミュニティの地域拠点
●整備コンセプト

初動活動期………避難地として周辺住民の受け入れ
応急活動期………救援・救助部隊の活動拠点及び救援物資の集積・輸送拠点等
復旧活動期………仮設住宅建築スペース、ボランティアセンター等

●災害時の考え方

●平常時の考え方

●整 備 方 針

今後のスケジュール

ピックアップピックアップ
議会議会

Ｒ６ Ｒ７～Ｒ９ R10 ～ R13

現貨物駅 計画策定 整備手法・管理運営等検討 用地取得・公園整備

新貨物
ターミナル 新貨物ターミナル整備

周辺の防災拠点施設を補完し
地域の防災力を高める拠点

防災の視点
多様な人々の思い・地域の歴史を継承し
将来にわたってにぎわいを生む公園

コミュニティの視点

回遊・憩いゾーン
健康遊具

防災関連施設等

貨物歴史ゾーン
鉄道モニュメント
コンテナ

屋内活動ゾーン
屋内子ども広場
飲食・物販・体験施設
管理事務所等

屋外子ども遊びゾーン
インクルーシブ遊具等

多目的広場ゾーン
多目的広場

▼公園の整備イメージ図

屋内子ども広場等のイメージ図▲
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議　案　名 内　　　　容 議決結果

予　
算

議第 75号
令和６年度沼津市一般会計補正
予算（第５回）

■ 7,000 万円を追加し、予算総額は 914億 5,234 万円となります
追加するものは、衆議院議員選挙費 7,000 万円で、財源としては特定財源の
ほか、一般財源として繰越金をもって充てるものです。

可決

議第 72号
令和６年度沼津市一般会計補正
予算（第６回）

■�３億 7,073 万 1,000 円を追加し、予算総額は 918 億 2,307 万 1,000 円
となります
追加するものは、財政調整基金積立金２億 4,882 万円、木造住宅耐震補強事
業費 3,200 万円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、
一般財源として地方特例交付金などをもって充てるものです。このほか、臨時
財政対策債などの起債限度額を変更するとともに、債務負担行為として大平江
川排水機場排水設備設置工事費及び市立小中学校外国語指導他業務委託費を追
加するものです。

可決

契　
約

議第 74号
工事請負契約の締結（沼津市立
大岡中学校校舎杭打及び工作物
整備工事）

■沼津市立大岡中学校校舎杭打及び工作物整備工事を行います
制限付き一般競争入札により２億７,027 万円で大岡建設工業株式会社　代表取
締役　内野聡と工事請負契約を締結するものです。工事の内容としては、大岡
中学校敷地内において、杭打及び工作物整備工事を行うもので、完成期限は令
和７年５月 13日です。

可決

人　
事

認第 19号
固定資産評価審査委員会委員選
任の同意

令和６年 10月 30日をもって任期満了となる上香貫在住の相
さ が ら

良優
ゆ う

太
た

氏を再任
するものです。 同意

９月定例会の主な議案一覧

会派別　賛否が分かれた議案一覧 〇：賛成　×：反対　－：除斥※　（　）内は所属議員数

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

沼
津
志
帥
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

⑻ ⑹ ⑸ ⑶ ⑵ ⑵ ⑵

決　
算

認第 20 号 令和５年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × × ○

認第 21 号 令和５年度沼津市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認第 22 号 令和５年度沼津市土地取得事業特別会計歳入歳
出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × × ○

認第 24 号 令和５年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

条　
例

議第 66 号 静岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更 可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇

議第 70 号 沼津市国民健康保険条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇

請　
願

請願第１号 沼津市議会における請願・陳情手続きのオンラ
イン化等改善の請願 不採択 × × × × × 〇 ×

請願第２号 江本市議懲罰処分の取り消し審決を受けて議会
の誤りの検証と謝罪を求める請願 不採択 × × × × × 〇－ ×

発　
議

発議第７号 沼津市議会会議規則の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

発議第８号 沼津市議会委員会条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

※�地方自治法の規定により、議員は自己の一身上に関する事件等については、議事に参与することができないため退席する。

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索
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都
市
公
園
の
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置
が
少
な
い
地
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の
開
設
に
向
け
た
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は
。

都
市
計
画
部
長
／
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地
区
で
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、

地
元
自
治
会
の
要
望
を
受
け
、
未
利
用
地

を
活
用
し
た
公
園
の
整
備
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
沿
っ
た
緑
地
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間
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備
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
原
西
部
地
区
で
は
、
新

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
に
合
わ
せ
、
緑

地
調
整
池
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
都
市

公
園
と
し
て
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、
都
市
公
園

の
ほ
か
、
空
き
地
等
を
活
用
し
た
緑
地
空

間
の
創
出
な
ど
、
地
域
の
実
情
や
市
民
ニ

ー
ズ
等
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

問答
本
市
男
性
職
員
の
育
児
休
業
に
つ
い

て
、
①
令
和
五
年
度
の
取
得
率
は
。
②
令

和
六
年
度
の
取
得
率
は
。

総
務
部
長
／
①
令
和
五
年
度
は
、
育

児
休
業
の
取
得
対
象
者
が
三
十
二
人
、
う

ち
取
得
者
が
三
十
人
で
、
取
得
率
は
九
十

三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
こ
れ
は
県

内
の
政
令
市
を
除
く
二
十
一
市
の
中
で
二

番
目
に
高
い
水
準
で
あ
る
。
②
令
和
六
年

八
月
末
時
点
で
は
、
対
象
者
が
十
三
人
、

う
ち
取
得
者
が
九
人
、
取
得
予
定
者
が
四

人
で
、
合
計
の
取
得
率
は
百
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

市
内
企
業
に
お
け
る
男
性
の
育
児
休

問答問

都
市
公
園
の
管
理
体
制
に
対
す
る
本

市
の
認
識
は
。

都
市
計
画
部
長
／
都
市
公
園
の
管
理

は
、
市
の
直
営
や
民
間
へ
の
委
託
の
ほ
か
、

自
治
会
や
都
市
公
園
等
愛
護
会
な
ど
の
協

力
を
得
て
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
高
齢

化
や
公
園
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
今
後
は
、
他
市
町

の
状
況
を
参
考
に
、
誰
も
が
公
園
の
不
具

合
を
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
視

野
に
入
れ
る
ほ
か
、
市
民
や
民
間
企
業
等

と
の
連
携
の
強
化
等
、
よ
り
よ
い
管
理
体

制
の
在
り
方
を
検
討
し
、
引
き
続
き
快
適

な
公
園
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

問答業
等
の
取
得
に
対
す
る
本
市
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
市
内
企
業
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
本
市
役
所

で
の
取
組
や
実
績
等
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
、
育
児
休

業
等
の
取
得
の
推
進
に
よ
る
企
業
側
の
メ

リ
ッ
ト
や
効
果
を
紹
介
し
た
。
今
後
も
、

市
内
企
業
に
お
け
る
男
性
の
育
児
休
業
等

の
取
得
の
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
国
等
の
動
向
を
注
視
し
情
報
収
集
を

行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
先
進
事
例
の

情
報
発
信
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
等

を
行
い
、
啓
発
活
動
の
強
化
に
努
め
る
。

答

快適な公園を提供するための
本市の取組は

男性の育児休業取得に係る取組を
市内企業へ横展開させる戦略は

大
草
　
　
満

渡
部
　
一
二
実

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
六
回
（
九
月
）
定
例
会
で
は
十
五
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員名 主な質問項目 掲載頁

大草　　満 都市公園の整備、管理 6

渡部一二実 男性職員の育児休業取得率向上、テレワークの活用促進 6

渡邉　博夫 学校規模・配置の適正化、ＧＩＧＡスクール、認知症基本法 7

小澤　　隆 特産品のブランド化 7

井原三千雄 大平のまちづくり、広域観光連携 7

小泉　宣子 部活動の地域移行、自治会活動 7

長田　吉信 マイナンバーカード利用、就職学生支援事業 8

堤　　飛鳥 災害廃棄物の仮置場、リユース 8

浅田美重子 不登校児童生徒への対応、ＨＰＶワクチンの男性接種について 8

植松　恭一 沼津夜間救急医療センターにおける使途不明金について 8

江本　浩二 沼津市立病院の医療事故について 9

山下富美子 女性職員の管理職登用、沼津夜間救急医療センターの使途不明金 9

川口　　慶 本市西部地域のまちづくり ９

久保田吉光 ＧＩＳを活用した情報発信の導入、不適切盛土に対する対応 ９

平野　　謙 サンウェルぬまづの活用、ＡＥＤの設置 10

※議員名の下のＱＲを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。
※文面中の波線（　　　）については、P10の用語解説を御覧ください。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら

ぬまづ市議会だより��№ 246＊ 6



大
平
地
区
の
市
街
化
区
域
編
入
に
つ

い
て
、
本
市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

都
市
計
画
部
長
／
大
平
地
区
で
は
、

静
浦
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
交
通
利
便

性
が
向
上
し
た
ほ
か
、
治
水
対
策
も
進
ん

で
い
る
。ま
た
、第
二
次
沼
津
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
地
区
を
新

た
な
都
市
的
土
地
利
用
の
可
能
性
を
検
討

す
る
地
区
と
位
置
づ
け
、
周
辺
地
区
へ
の

生
活
利
便
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
施
設

や
観
光
・
地
域
振
興
施
設
等
と
し
て
の
利

用
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
豊
か

な
自
然
景
観
と
優
良
な
農
地
を
有
し
、
ま

た
治
水
対
策
上
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

問答
部
活
動
の
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

教
育
長
／
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お

い
て
、
学
校
に
代
わ
る
地
域
ク
ラ
ブ
等
の

受
皿
づ
く
り
は
、
移
行
を
進
め
る
上
で
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
窓
口
機
能
の
設
置
な
ど
を
含
め
、

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の

取
組
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

広
報
ぬ
ま
づ
の
発
行
回
数
を
減
ら
し
、

自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
令
和
五
年
度
の
市

民
意
識
調
査
で
は
、
九
割
以
上
の
市
民
が

問答問答

本
市
の
特
産
品
を
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
化

す
る
た
め
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
化

に
向
け
て
は
、
各
産
品
の
特
徴
や
ト
レ
ン

ド
を
見
極
め
、
市
場
等
の
動
向
を
注
視
し
、

最
適
な
販
売
手
法
を
選
択
し
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は

首
都
圏
に
お
い
て
、
量
販
店
で
試
験
販
売

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
マ
ス
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、
飲
食
店
で
対
面
個
別

提
供
を
行
う
ニ
ッ
チ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
取
組

を
継
続
し
、
横
展
開
す
る
と
と
も
に
、
有

名
シ
ェ
フ
に
よ
る
レ
シ
ピ
開
発
の
実
施
を

問答

※※1

※※2

い
る
こ
と
か
ら
、
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
や
自

然
環
境
の
破
壊
を
避
け
る
た
め
、
市
街
化

区
域
編
入
は
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
大
平
地
区
の
に
ぎ
わ
い

や
観
光
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
大
平
地
区
は
自

然
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
、
魅
力
あ
る

観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続�

き
地
域
資
源
の
発
掘
や
磨
き
上
げ
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
沼
津
港
や
沼
津
御
用
邸

記
念
公
園
等
の
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
近

隣
市
町
の
観
光
資
源
と
の
連
携
を
進
め
、

大
平
地
区
の
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
、
周

遊
観
光
の
促
進
を
図
る
。

※※3

問答広
報
ぬ
ま
づ
か
ら
市
政
情
報
を
得
て
い
る

と
回
答
し
て
お
り
、
広
報
ぬ
ま
づ
は
市
民

に
と
っ
て
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
媒
体

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
月
二
回
発
行
は
、
よ
り
タ
イ
ム

リ
ー
で
正
確
な
情
報
提
供
が
可
能
と
な
り
、

市
政
へ
の
理
解
と
地
域
へ
の
誇
り
、
愛
着

を
育
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
中
長
期
的
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ

ル
媒
体
の
利
用
も
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
月
二

回
の
発
行
を
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
り
、

自
治
会
に
は
、
今
後
も
広
報
ぬ
ま
づ
の
配

付
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

検
討
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
ト
ッ
プ
セ

ラ
ー
化
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
内
生
産
者
や
事
業
者
の
所
得
動
向

調
査
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
五
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
セ
ン
サ
ス
調
査
に
よ
り
、
所
得
の

動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
部

会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
沼
津
ね
が
た
白
ね

ぎ
や
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
収
穫

量
や
販
売
額
の
情
報
入
手
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
生
産
者

等
と
共
有
し
、
取
組
手
法
の
検
証
を
重
ね

る
な
ど
、
長
期
的
か
つ
戦
略
的
に
生
産
者

の
所
得
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

大平地区の市街化区域編入と
にぎわいづくりの取組は

学校規模・学校配置の適正化
に向けた取組は

部活動の地域移行における　　
サポートセンター設置の考えは

特産品のブランド化に対する
本市の考えは

井
原
　
三
千
雄

渡
邉
　
博
夫

小
泉
　
宣
子

小
澤
　
　
隆

査
等
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
収

集
し
、
各
地
域
の
実
態
の
把
握
に
努
め
、

学
校
配
置
に
つ
い
て
の
方
針
決
定
に
向
け

て
着
実
に
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問市政について問う！

学
校
規
模
・
学
校
配
置
の
適
正
化
に

向
け
た
取
組
状
況
は
。

教
育
長
／
令
和
五
年
度
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
、
学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
意

見
を
伺
う
「
学
校
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
、
浮
島
・
大
平
・
第
二
中
学
校
区
に
設

置
し
、
協
議
を
進
め
て
き
た
。
協
議
に
当

た
っ
て
は
、
保
護
者
の
声
を
尊
重
し
、
子

ど
も
の
利
益
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
主
軸

と
す
る
ほ
か
、
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

考
慮
し
、
制
度
的
・
政
策
的
に
実
現
可
能

で
あ
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
。
今
後
は
、

地
域
住
民
説
明
会
や
保
護
者
へ
の
意
識
調

問答

▲千本小学校の授業風景（上）
　学校規模・学校配置の適正化に向けて
　設置された学校の未来を考える会（下）
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一 般 質 問市政について問う！

不
登
校
傾
向
の
表
れ
に
対
す
る
初
動

対
応
は
。

教
育
長
／
欠
席
当
日
の
電
話
連
絡
の

ほ
か
、
欠
席
が
続
く
場
合
に
は
家
庭
訪
問

の
実
施
や
、
管
理
職
・
担
任
・
養
護
教
諭

等
で
情
報
共
有
し
欠
席
の
要
因
や
保
護
者

の
要
望
に
沿
っ
た
支
援
方
法
を
検
討
す
る

ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
護
者
に
対
し
て
は
困
り
感
を
傾
聴
し
、

関
係
機
関
の
窓
口
を
案
内
す
る
な
ど
、
悩

み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
寄
り
添

っ
た
対
応
に
努
め
て
い
る
。

別
室
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

教
育
長
／
本
市
で
は
、
様
々
な
事
情

問答問答
沼
津
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
使
途
不
明
金
に
つ
い
て
、
①
使
途
不

明
金
が
発
生
し
た
要
因
と
再
発
防
止
策
は
。

②
今
後
の
対
応
と
責
任
の
所
在
に
対
す
る

本
市
の
考
え
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
使
途
不
明
金
が

発
生
し
た
要
因
は
、
沼
津
夜
間
救
急
医
療

対
策
協
会
に
お
い
て
診
療
収
入
に
係
る
金

銭
管
理
を
長
年
同
じ
職
員
に
担
当
さ
せ
、

そ
の
業
務
の
流
れ
を
他
の
職
員
と
共
有
す

る
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
セ

ン
タ
ー
の
事
務
に
関
す
る
事
務
処
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

問答

発
災
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
迅

速
な
処
理
に
は
、
自
治
会
や
産
業
廃
棄
物

業
者
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

市
長
／
災
害
廃
棄
物
の
迅
速
な
収
集

運
搬
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
に
お
け
る
臨

時
集
積
所
の
早
期
選
定
及
び
開
設
と
、
臨

時
集
積
所
に
お
け
る
分
別
が
不
可
欠
な
こ

と
か
ら
、
平
時
か
ら
各
地
区
の
単
位
自
治

会
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
、
沼
津
市
環
境
衛

生
自
治
推
進
協
会
と
の
連
携
・
協
力
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
や
処
理
等
に
つ
い
て
は
、

県
内
自
治
体
と
の
相
互
援
助
の
ほ
か
、
民

問答

に
よ
り
ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

児
童
生
徒
の
た
め
に
、
保
健
室
や
相
談
室

等
で
自
ら
の
進
度
に
合
わ
せ
た
学
習
や
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
に
お
い
て

は
保
健
室
等
を
活
用
し
、
養
護
教
諭
等
が

見
守
る
中
で
教
室
や
日
常
生
活
で
は
把
握

し
に
く
い
状
況
を
早
期
に
発
見
し
、
児
童

が
安
心
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い
て

は
全
校
に
相
談
室
を
設
置
し
、
児
童
生
徒

支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
生
徒
の
心
の

ケ
ア
の
み
な
ら
ず
、
学
習
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

手
続
に
来
た
ほ
ぼ
全
て
の
人
に
利
用
さ
れ

て
お
り
、
書
類
の
記
入
が
困
難
な
高
齢
者

や
外
国
人
な
ど
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

政
策
推
進
部
長
／
②
行
政
手
続
の
Ｄ
Ｘ
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
業
務
効
率
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
削
減
、
職
員
の
負
担
軽
減
が
見

込
ま
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
個
人
認
証
機
能

や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
容
量
を
利
用
し
た

様
々
な
活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
先
進
事
例
等
を
参
考
に
、
市

民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

す
る
と
と
も
に
、
本
市
職
員
と
の
密
な
連

携
に
よ
り
入
金
額
に
そ
ご
が
生
じ
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
原
因
究
明
を

進
め
、
対
策
協
会
と
の
協
議
の
下
、
再
発

防
止
に
努
め
て
い
く
。
②
今
後
は
、
対
策

協
会
に
お
い
て
、
刑
事
告
訴
を
行
い
、
警

察
に
よ
る
捜
査
の
進
捗
状
況
を
考
慮
し
、

適
切
な
時
期
に
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
予

定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
件

に
係
る
最
終
的
な
責
任
に
つ
い
て
は
、
警

察
の
捜
査
状
況
や
法
的
な
整
理
を
参
考
に
、

対
策
協
会
の
会
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
対

策
協
会
の
理
事
会
で
判
断
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

間
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
粗
大
ご

み
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
に
取
り
組
む
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
／
近
年
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
を
仲
介
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
取
組
は
全

国
の
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
の

清
掃
プ
ラ
ン
ト
に
搬
入
さ
れ
る
粗
大
ご
み

を
選
別
し
、
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
資
源
を
販

売
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
や
循
環
型

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今

後
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問答

不登校児童生徒への本市の対応は

マイナンバーカード等を活用した
行政手続のＤＸ化の取組は

沼津夜間救急医療センターにおける
使途不明金発生の要因と対策は

発災時における　　　　　　　
迅速な災害廃棄物処理の取組は

浅
田
　
美
重
子

長
田
　
吉
信

植
松
　
恭
一

堤
　
　
飛
鳥

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
利
用
し

た
行
政
手
続
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
、
①
書

か
な
い
窓
口
の
取
組
は
。
②
Ｄ
Ｘ
化
推
進

に
向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
本
市
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で

市
民
課
や
市
民
窓
口
事
務
所
に
設
置
し
た

ら
く
ら
く
申
請
端
末
や
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民
票
等
が
取
得

で
き
る
ほ
か
、
市
民
課
窓
口
に
お
い
て
は
、

住
民
異
動
や
印
鑑
登
録
な
ど
の
手
続
に
つ

い
て
、
書
類
を
記
入
す
る
こ
と
な
く
申
請

で
き
る
書
か
な
い
窓
口
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
。
現
在
、
住
民
異
動
な
ど
の

問答
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一 般 質 問市政について問う！

▲使途不明金が発覚した　　　
沼津夜間救急医療センター

市
長
が
負
う
べ
き
責
任
を
明
ら
か
に

し
な
い
姿
勢
を
市
民
は
理
解
す
る
の
か
。

市
民
福
祉
部
長
／
三
市
三
町
の
住
民

に
説
明
を
す
る
と
き
に
は
、
全
容
が
見
え

て
き
た
段
階
で
、
再
発
防
止
策
を
示
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
警
察
の

捜
査
に
全
面
的
に
協
力
す
る
と
い
う
の
が

私
ど
も
の
考
え
方
で
あ
る
。

二
市
三
町
か
ら
も
指
摘
さ
れ
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
甘
さ
及
び
条
例
の
認
識
不
足

に
つ
い
て
。

市
民
福
祉
部
長
／
損
害
保
険
会
社
か

ら
入
金
さ
れ
る
医
療
費
（
保
険
金
）
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
現
在
の
収
入
の
仕
方

問答問答

電
子
地
図
情
報
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
導
入
す
る
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
現
在
、
本
市
で
は
、

災
害
情
報
を
一
元
的
に
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
各
種

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
所
の
位
置
や
開

設
状
況
、
道
路
の
通
行
止
め
情
報
な
ど
を

電
子
地
図
情
報
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
庁
内
で
使
用
し
て
い
る
地

図
資
源
を
一
元
管
理
す
る
統
合
型
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
次
期
シ
ス
テ

ム
更
新
の
際
に
、
市
民
へ
の
公
開
機
能
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

令
和
五
年
十
月
の
本
市
盛
土
条
例
の

問答問

し
て
威
力
業
務
妨
害
の
疑
い
で
再
逮
捕
さ

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
処
分
保
留
と
な
っ
た
。

②
再
発
防
止
に
向
け
て
は
、
原
因
不
明
の

事
象
に
対
し
、
従
来
の
担
当
部
署
の
調
査

に
加
え
、
医
療
安
全
管
理
室
が
早
期
に
介

入
し
、
調
査
・
対
応
で
き
る
体
制
を
院
内

に
整
え
る
と
と
も
に
、
全
職
員
に
対
し
て
、

当
院
の
顧
問
弁
護
士
を
講
師
と
し
て
医
療

機
関
に
特
化
し
た
内
容
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
を
開
催
し
、
意
識
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態

が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
ら

の
再
発
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。

産
業
振
興
部
長
／
②
本
市
西
部
地
域
は
、

新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
東
駿
河
湾
環
状
道

路
の
整
備
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
海
上
輸
送
の
拠
点
で
あ
る
田
子
の
浦

港
と
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

物
流
手
段
に
対
応
で
き
る
、
広
域
的
な
物

流
拠
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

企
業
訪
問
や
産
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
な
ど
、
様
々
な
機
会
に
お
い
て
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
の
意

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
土
地
利
用
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
な
ど
、
企
業
誘
致
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
辺

り
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
警
察
の
捜
査
に

よ
り
全
容
が
分
か
っ
た
時
点
で
、
何
が
足

り
な
く
て
ど
う
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
分

か
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

改
正
内
容
と
効
果
は
。

都
市
計
画
部
長
／
本
市
盛
土
条
例
の

改
正
点
は
、
県
盛
土
条
例
の
規
制
の
及
ば

な
い
小
規
模
な
盛
土
を
規
制
す
る
と
と
も

に
、
条
例
の
適
用
範
囲
を
市
街
化
調
整
区

域
か
ら
市
内
全
域
へ
と
拡
大
、
周
辺
地
域

の
住
民
等
に
対
す
る
事
業
内
容
の
周
知
の

義
務
化
、
土
地
所
有
者
に
対
す
る
改
善
措

置
勧
告
を
規
定
す
る
ほ
か
、
罰
則
を
地
方

自
治
法
の
上
限
ま
で
引
き
上
げ
た
こ
と
が

主
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内

全
域
に
お
い
て
不
適
切
盛
土
の
防
止
、
是

正
に
対
す
る
指
導
体
制
が
強
化
さ
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

答

点滴チューブが切断された
事件の概要は

新貨物ターミナルの位置づけは

沼津夜間救急医療センターの　
使途不明金に対する本市の責務

電子地図情報を活用した　
情報発信を導入する考えは

江
本
　
浩
二

川
口
　
　
慶

山
下
　
富
美
子

久
保
田
　
吉
光

沼
津
市
立
病
院
に
お
け
る
点
滴
チ
ュ

ー
ブ
の
切
断
等
の
事
件
に
つ
い
て
、
①
概

要
は
。
②
再
発
防
止
の
取
組
は
。

病
院
事
務
局
長
／
①
令
和
六
年
二
月

に
、
当
院
に
入
院
し
て
い
た
患
者
の
点
滴

チ
ュ
ー
ブ
の
切
断
や
、
体
内
に
留
置
し
て

い
た
カ
テ
ー
テ
ル
が
抜
去
さ
れ
た
事
象
が

発
生
し
た
。
院
内
で
調
査
と
協
議
を
重
ね
、

第
三
者
に
よ
る
行
為
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
た
た
め
、
警
察
に
相
談
を
行
い
、
被
害

届
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
警
察
の
捜
査

で
、
当
院
の
元
職
員
が
点
滴
チ
ュ
ー
ブ
の

切
断
に
関
し
て
器
物
損
壊
の
疑
い
で
逮
捕

さ
れ
、
さ
ら
に
カ
テ
ー
テ
ル
の
抜
去
に
関

問答

本
市
西
部
地
域
の
物
流
拠
点
化
に
向

け
て
、
①
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
位
置
づ

け
は
。
②
企
業
誘
致
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長
／
①
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

鉄
道
高
架
事
業
に
伴
い
現
貨
物
駅
機
能
を

移
転
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
長
距
離
か
つ

大
量
輸
送
を
担
う
鉄
道
輸
送
の
拠
点
が
当

地
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
・
海
上
・

自
動
車
輸
送
が
相
互
に
連
携
し
た
物
流
拠

点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
施
設
に

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
物
流
の

効
率
化
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
促
進
及
び
周
辺
地
域
の
発

展
に
資
す
る
施
設
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

問答

※※4

9 ＊ぬまづ市議会だより��№ 246



特　別　委　員　会　を　設　置

用 解語 説

　すべての顧客を対象に製品やサービスを提供する
マーケティング戦略のこと。

※１　マスマーケティング（P.7）

　少数の顧客に合わせた製品やサービスを提供する
マーケティング戦略のこと。

※２　ニッチマーケティング（P.7）

　都市の人口増加や経済活動の拡大に伴い、住宅地
や商業地が無秩序に拡大し、都市の周辺部が低密度
で広範囲に広がっていくこと。

※３　スプロール現象（P.7）

　トラック等の自動車で行われている貨物輸送を、
環境負荷の小さい鉄道等への利用に転換すること。

※４　モーダルシフト（P.9）

置
に
対
す
る
認
識
と
設
置
促
進
に
向
け
た

今
後
の
取
組
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
本
市
の
公
共
施
設

や
民
間
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
多
く
は
施
設
利
用
者
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
常

時
使
用
で
き
る
施
設
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
上
で
も
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

沼
津
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
登
録

に
つ
い
て
さ
ら
な
る
周
知
を
図
り
つ
つ
、

特
に
二
十
四
時
間
営
業
し
て
い
る
事
業
所

に
対
し
、
自
主
的
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
促
し

て
い
く
。

答

サンウェル３階フリースペースの
今後の活用方法に対する考えは

平
野
　
　
謙

サ
ン
ウ
ェ
ル
ぬ
ま
づ
三
階
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
柔
軟
に
使

い
た
い
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
今
後
の
活

用
方
法
に
対
す
る
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
本
施
設
は
、
様
々

な
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
希
望
に
添
っ
た
対
応
は
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
今
後
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
指
定
管
理
者
と
協

議
し
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
ル
ー
ル
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
等
へ
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
利
用
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
。

二
十
四
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

問答問

　山下富美子議員を紹介議員として、「江本市議懲罰処
分の取り消し審決を受けて議会の誤りの検証と謝罪を求
める請願」が議長宛てに提出され、９月４日に受理しま
した。
　この請願を審査するため、請願審査特別委員会が設置
され、次の８人の委員により審査しました。

　　委員長　渡部一二実　　副委員長　長田　吉信
　　委　員　川口　　慶　　委　員　尾藤　正弘
　　委　員　小澤　　隆　　委　員　山下富美子
　　委　員　深田　　昇　　委　員　植松　恭一

　本委員会は、10月８日に開催し、審査が行われた結
果、不採択とすべきものと決しました。

請願審査特別委員会 懲罰等検証特別委員会

　沼津市議会が令和５年 10月 16日付で江本浩二議員に対
して行った処分について、処分取消しの審決を受けたことに
対し、審決に至る経過並びに結果を検証し、懲罰事案に係る
今後の適正な対応方針等を確立することを目的に、発議第
13号として「懲罰等検証特別委員会」の設置が提案され可
決し、次の８人の委員により調査することとなりました。

　委員長から閉会中継続調査申出書が議長宛てに提出され、
10月 15 日の本会議にて、委員長からの申出のとおり閉会
中の継続調査とすることに決しました。

　　委員長　渡部一二実　　副委員長　小澤　　隆
　　委　員　川口　　慶　　委　員　尾藤　正弘
　　委　員　山下富美子　　委　員　長田　吉信
　　委　員　深田　　昇　　委　員　植松　恭一

　付託された議会運営委員会で審査され、その後、本
会議において不採択と決しました。

沼津市議会における請願・陳情手続きの
オンライン化等改善の請願

請願第１号

　付託された請願審査特別委員会で審査され、その後、
本会議において不採択と決しました。

江本市議懲罰処分の取り消し審決を受けて
議会の誤りの検証と謝罪を求める請願

請願第２号
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この意見書は、令和６年10月15日に全会一致で可決された後、
国会及び関係行政庁へ送付しました。
※意見書とは、市だけの努力では解決できない公共の利益に関する
問題について、市議会の意思をまとめて国や県に要望するものです。

意 見 書

　東海地震に備えて、地震防災対策強化地域である本市は、静岡県が作成した地震対策緊急整備事業計
画に基づき、各般にわたる地震対策を鋭意講じているところである。
　この計画は令和６年度末で期限切れを迎えるが、依然として必要な事業が数多く残されている。
　また、東日本大震災や能登半島地震をはじめとする近年の国内外における大地震により得られた教訓
を踏まえ、県及び市町が一体となって緊急輸送道路、津波防災施設や山・崖崩れ防止施設の整備、公共
施設の耐震化、避難地・避難路の整備等をより一層推進する必要が生じている。
　したがって、東海地震による災害から地域住民の生命と財産の安全を確保するためには、地震対策緊
急整備事業計画の期間の延長を図り、これらの事業を迅速かつ的確に実施することにより、地震対策の
一層の充実に努めていかなければならない。
　よって国においては、地震対策緊急整備事業計画の根拠となっている「地震防災対策強化地域におけ
る地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」を延長するよう強く要望する。

　学校現場では、アクティブラーニングやＧＩＧＡスクール構想の実施による授業改善や個に応じたき
め細やかな指導等、子どもたちの豊かな学びを保障するため日々教育活動に取り組んでいます。一方で、
現在の学校が抱える課題は多様化・複雑化しており、教科指導はもとより、いじめや不登校・ヤングケ
アラー・個別に配慮が必要な子どもへの対応など、取り組むべき課題は山積しています。
　子どもたちの豊かな学びを実現するためには、教職員研修の実施による教職員の資質向上を図ること、
そして、日々の教材研究及び授業準備のための十分な時間の確保等が必要です。
　文部科学省が 2022 年に実施した教員勤務実態調査によると、前回調査と比較し減少傾向にあるも
のの、１週間当たりの教諭の総在校等時間は、小学校は 50～ 55時間未満、中学校は 50～ 55時間
未満、55～ 60時間未満の占める割合が高いという結果です。これは、月換算すると公立学校の教師
の勤務時間の上限に関するガイドラインで示されている、上限の目安時間とされる月 45時間を超える
と想定されます。また、同調査では、勤務時間が長くなるほどメンタルヘルスの状態は不良という結果
が出ています。時間外勤務の是正は、教職員が健康な状態で一人一人の子どもに向き合う教育のために
も極めて重要なことですが、現状の教職員定数による配置では、課題への対応や時間の確保、一人一人
に応じた対応が困難な状況にあります。
　こうした状況を変革するためには、教職員定数の改善が急務です。現行の公立義務教育諸学校の学級
編制及び教職員定数の標準に関する法律は、教職員定数の根拠が曖昧であり、教員１人当たりの持ち授
業時数や出張日数等を加味したものとなっておりません。山積した課題への対応、教科指導や体験活動、
自治的諸活動の充実など、子どもの豊かな学びや子どもと教職員が接する時間の確保など、教育改革の
視点が重要であると考えます。
　よって、政府におかれては、子どもの豊かな学びの実現に向け、公立義務教育諸学校の学級編制及び
教職員定数の標準に関する法律の改正による定数改善を進めるよう強く要望します。

地震財特法の延長に関する意見書

子どもの豊かな学びを保障するための教職員定数の改善を求める意見書
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会
議
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画
映
像
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配
信
中
!
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津
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会

検
索

わたしたちの

ゆめ
たから

人
々
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
る
野
球
選
手

　
二
〇
二
三
年
Ｗ
Ｂ
Ｃ
決
勝
で
日
本
は
ア
メ
リ

カ
に
勝
利
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
勇
気
と
感
動

を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
大
谷
翔
平
選
手
は
全

国
の
小
学
校
に
グ
ロ
ー
ブ
を
配
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
史

上
初
の
50
・
50
を
達
成
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
出

来
事
で
、
僕
は
元
々
憧
れ
で
あ
っ
た
野
球
選
手

に
、
よ
り
一
層
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
僕
は
今
、
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
の
練
習
や
自
主
練
習
に
日
々
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
夢
を
実
現
さ
せ
、

人
々
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
る
野
球
選
手
に
な

り
た
い
。

幸
せ
な
図
書
館

　
私
の
夢
は
司
書
で
す
。
図
書
館
で
本
を
探
し

て
い
た
と
き
、
司
書
さ
ん
に
相
談
し
て
み
た
ら
、

本
の
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

好
き
な
本
に
つ
い
て
「
そ
の
本
い
い
よ
ね
。」

と
共
感
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
も
来
て
く

れ
た
人
に
優
し
く
、
本
に
詳
し
い
司
書
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
私
は
勉
強
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ

た
ら
、
図
書
館
に
来
た
全
て
の
人
た
ち
に
温
か

い
気
持
ち
で
本
を
手
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

司
書
に
な
り
た
い
で
す
。

議会だより編集委員会 片岡　章一委 員 長 髙橋　秀子委 員 大草　　満委 員 小泉　宣子委 員
堤　　飛鳥副委員長 佐野　博一委 員 山下富美子委 員

　令和５年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定にあたり、今後の事務事業執行において、下記の事項について十
分留意し、適切に措置を講ずることを求める。

記
１�　沼津夜間救急医療センターにおける使途不明金について、早期に全容を解明するとともに、今後の対応につい
ては、公益社団法人沼津夜間救急医療対策協会を構成する他市町との協議等、必要な対応を適切かつ迅速に進め
ること。
２�　沼津夜間救急医療センターの組織体制の見直しや事務処理のチェック機能強化など、今後の再発防止に向けた
対策を実施すること。
３�　本件については、遺漏なく今後の業務を進めるとともに、議会や市民への時宜を得た的確な情報提供を行い、
沼津夜間救急医療センターの設置者である沼津市として、市民からの信頼回復に努めること。

※附帯決議とは、可決された案件に対し、事業を執行する上での要望や留意事項を述べるものです。

この附帯決議は、発議第 12号として提案され、令和６年 10月 15日に全会一致で可決しました。

戸田小中一貫学校
６年

村
むら

上
かみ

　絢
あや

香
か

さん

戸田小中一貫学校
９年
加
か

藤
とう

　琉琉
るる

貴貴
きき

さんさん

電子書籍・スマートフォンで議会だよりを御覧いただけます
＊電子書籍ポータルサイト「しずおかイーブックス」

＊モバイル端末用広報紙
　閲覧アプリ「マチイロ」

▲ iOS ▲ Android

議会だより
次回発行予定

令和７年２月 15日

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォン
トを採用しています。

令和５年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定に対する附帯決議
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